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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一≠奄高?D Meme j’6tais avec eux， comme　je　fus　plus　tard　avec　les　etres　que　j’ai
trop　aim6s，　muet，　immobile，　stupide，　peu　aimable　et　quelquefois　offensallt
註force　de　d6vouement　et　d’absellce伽醒〇二　Mon　amourpropre，　mo11
int6ret，　mon　moi　avaient　disparu　ell　pr6sellce　de　la　perso1111e　aim6e，
j’6t田s　transfo㎜6　en　eUe，》（7∫θdε飽η7アβ耀Zαアd，　t⊥chap．　II．　p．29。イタリ
，ック作者）　そして，彼の特性は，ある場合，すなわち，愛する女性の前に立っ
時，Kubly夫人を見かけた場面が示すように，激しい恐怖心，差恥心の形をとっ
て現われるのである。
137）それはまたOctaveの特性でもある。　Armanceに裏切られたと信じ，死を
決意したOctaveは，彼女の前に立った自己を，すなわち，差恥心のため愛想の
良くなかった自己，彼女に対し恐怖を感じた自己を次のように回顧する。＜1．．．】
」εガ6∫α∫∫ρα∫！bかρ0配7ρZα∫rθaoθ9πεノε7θ∫ρεC’θ．　ノ1ρρα7ε脱脚θ配9π’㍑ηε
，∫η～∫（1∫，6〃1α疏θμ7θπ5ε〃2θ7θηdかゼ∫∫ε，ρεμαゴ〃2αわ1θ，quand　je　d6sh幽e　passionn6一
mellt　de　plaire．・47醒αηcθη2セ’oμノoμz∫ル∫’ρθ礁Je　Ile　1’ai　jamais　apProch6e
sans　sentir　que　je　paraissais　devant　le　maftre　de　ma　destin6e．〉（．4乙，　chap．
XXX．　P．186．イタリック筆者）OctaveがArmanceに対して抱いた恐怖心は
@　　　　　’
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両義的である。っまり，愛する女性の前に立っ時の恐れ，また，性的不能者であ
りながらOctaveがそうとは意識しないうちに彼の愛情の対象となった，「自分
の運命の主人」となったArmanceへの恐れと。　Fe㎞Imは後者をく1’ango丞se　de
1’impu醜an　ce》（oμc∫∫．，　P．172．）と呼ぶ。
138）　レ㌃θ（1θ11θη7アBアz4Zα7d，　t．II．　chap．　XXIV．　p．59．
139）　fわゴ｛1，t．1．　chap．　III．　p．44．
140）　fわ∫dL，　t．II．　chap．　XXXV．　P．232．
141）Octaveの性的不能とStendha1のidentit6を問題にする時，　Imbertは，
Stendhalがその自家本であるBucci本に書き込んだ次のようなノートにその論
の根拠を求めている。＜The　70ctobre　1826　he（＝Stendhal）was　very　near　of
pistolet　［．．．】　Je（＝Stendhal）quitte　cet　ouvrage　par　la　n6cessaire㎞puiss　of
making　Repris　comme　remede　le　l　7　septembre　18261．．．1＞（、4γ．，　notes　et
variantes，　P．1427．）Stendhalには1826年に愛人C16mentine　Curia1（Stend一
halはMentiと呼ぶ）との決定的な別れがあり，絶望のあまり彼は自殺を考える
程であった。その絶望のため，しばしば・47〃2αηcεの執筆を中断したのだが，彼
は失恋の痛手を癒すため執筆を再開した，ということを上のノートは意味してい
る。ここから，　Imbertは，「．4ηπα麗θの執筆は彼（＝Stendha1）にとっ，
て精神の均衡を見出す一手段であったことは認められた事実である」から，「事
実の内にとどまろう」と言い，次のように主張する。「女にはねっけられた
Stendhalと，〔女を〕受け入れることのできないOctaveとの間の差違は少なく
ともStendhalの絶望が続く間に消滅していた。（・…一）　Stendha1は，そう
とは意識していなかったかのように〔Octaveの〕生理的なテーマを，このうえ
なく苦痛な愛の夢想に転化していたのである」（オ7〃2αηcε，Pr6face　d’H．。F．　Imbert，
Gamier－Flammarion，1967，　P．10et　p．13．）。また，　BrombertはImbertの挙
げた「事実」について「絶望が執筆の再開の直接因となったかもしれない。しか
し，Stendhalの個人的な苦悩は作品の主題と諸テーマにとって，奇妙にも外的
なままである。Stendha1の個人的関心事と主人公の苦悩との間に，適当な融合あ
るいは照応ができあがったようには思われない」と言いながら，彼は次のように
結論を下す。　「彼（ニStendha1）はその主人公に，個人的な強烈に残っている
思い出や，性的不能の若い主人公に特有の苦悩には根差していない，〔失恋によ
る〕絶望を転移させている」（Brombert，　oμ6∫∴，P．53．）。確かに，　Imbertの
言うように，Stendha1自身のノートが示すように，失恋の傷を癒やすためとい
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う執筆の動機は認められよう。また，例えば，失恋で傷ついたStendha1がAr一
manceへの愛を自覚し自殺を願望する程苦しむOctaveに後になって自己同一化
していることは，彼自身のノートから明らかである。　＜Tout　ceci　me　rappelle
Menti　en　1827　apr色s　le　Chantilly　de　1826＞（．4濫，　notes　et　varialltes，　p．1451．）．
（但し，注意しなければならないのは，1827年という年号が示すように，これ
らStendhalのノートは出版された彼自身の著書に書き込まれているという事実
である。つまり，Stendha1自身に関するノートは，執筆時の回想，あるいは，
自己の作品を読むことによって想起させられた思い出であって，1826年執筆時
の彼を正確に反映しているとは必ずしも言い難いのである。特に，後者に関して
は。）　このように，執筆時のStendhalの不幸と，作品内のOctaveの不幸が
並行していたことは明らかであるし，StendhalがOctaveに自己同一化してい
ることは容易に推測できる。Imbertは，　Stendha1がOctaveと不幸という点
において並行関係にあったことに着目し，そして，StendhalがOctaveに同一
化している状況を確認することによって，結論を導いているのである。しかし，
Imbertの結論にせよ，　Brombert（彼は作者と主人公の並行関係を否定し，上
のような結論をその根拠を明らかにせず下すのだが）のそれにせよ，彼等はあま
りにも表面的な問題に把われ過ぎている。問題をより深く堀下げる必要があるだ
ろう。Stendhalが自己の意識のいかなるレベルにおいて，作中人物との同一化
を示しているのかという問題が取り残されているのである。本論の最後において
試みているのは，Octaveの性的不能の両義性，及びそれを中心としたテクスト
の両義性に着目することによる，この問題の解明なのである。
142）　ノ4ア．，chap．　III．　P．48．
143）　　7『εdlθ178ηアァβアπZαアdl，　t．工chap．　II．　pb　19．
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